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【原産地証明書識別についてコードの体系の見直しを図るとともに桁数を４桁とする】

【背景】
・現在締結済みの協定に加えて７つの経済連携協定の交渉を進めているところであり、今後も協定数が増加することが予想されるため

・「環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）」については、どのＴＰＰ締約国から輸入されるかによって適用税率が異なる場合があるため、11か国それぞれ
にコードを割り当てる必要があるため

・ＴＰＰにおいては貿易統計上の原産国と税率を適用する国が異なる場合もあり、適用税率について従来のように「マルチ協定（ＴＰＰ）であること」と
「原産国コード」だけでは判別できないため、頭２桁の原産地（申告）種別に関しては、明確にＴＰＰ協定のどの国の税率を使うといった意思表示が必須と
なるため。

・仮にコードを２桁とし現行のコード体系と同じ考えで番号を割り当てる場合には、３桁目の原産地証明者等区分や４桁目の貨物の種類をなくした分が２
桁のコードへの乗数で増加することとなり、コード体系は現行以上に分かりにくいものになり、更なる入力ミスが起きると考えられる。

【変更のポイント】

・現行NACCSでは１桁で運用しているが、将来的にコードが枯渇する可能性が高い為、１桁から4桁とする。

・原産地証明書識別(4桁)のコード体系＝①原産地(申告)種別2桁 + ②原産地証明書者等区分1桁 + ③貨物の種類1桁 とする。

【業務コード集への掲載】

・NACCS掲示板-NACCS業務仕様・関連資料-業務コード集に、原産地証明書識別を掲載

概要

2



3

更改後コード体系一覧表
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参考情報

原産地証明書識別
コード

簡易入力
コード

1 WKOR R

2 WKON N

【チェック使用の例】

【コードの簡易入力】

下表の原産地証明書識別コードについては、簡易なコードでの入力を可能とする。

【申告事項登録画面】


